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の様々な排水処理技術(活性汚泥、 CirculatingBed Reactor， Double Membrabe Bio-Rector等)、水環境政策(各
種補助金等)を組み込んだ水資源水環境総合評価シミュレーションモデルを再構築した。第5章では、シミュ
レーション結果を分析している。高度新技術を考慮し、水資源管理政策を実施すると、中水再生率を 56%









究は、天津市を 11ゾーンに分割し、 2010年から 2020年までの動学的かつ空間的分析を行い、排水処理、
中水利用技術、経済政策などを中心とする水資源環境管理政策を社会経済活動との相互依存関係の中で総合
的に評価し、導出している点で独創的なものである。既存文献のサーベイ、水環境の現況データの収集も十
分であり、現況分析と課題の抽出も妥当である。構築されたシミュレーションモデルは、天津市のパラメー
タについて特定化されているが、モデルの妥当性は検証されており、また他の都市にも応用可能な汎用性の
高いオワジナルなものである。天津市の水管理計画の呂標を技術的に実現するケースは多く存在するが、そ
の中から単位当たり GRPで測った水資源利用効率、水汚染物質排出効率を評価指標として最適な水資源環
境政策を示し、そのとき下水処理率は 98%まで達成可能で、あること、地下水利用量(くみ上げ量)は、現
行の 2/3に減少し、水不足対策としては有効であること、下水汚泥処理技術としては、活性汚泥、二重摸バ
イオリアクタ一、セラミック膜バイオリアクターの 3つが選択され、補助金は 70%が下水プラント建設、
15%が排水再生プラント、 10%が有機肥料農業に支出すべきであること、下水処理プラントの建設は都心6
区、 Ninghe郡および:Jixiang郡に、また排水再生プラントは都心6区と Jixiang郡に集中すべきこと、等の今
後の天津市の水資源環境政策を考える上で有益な情報が示された。
平成25年 1丹31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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